
第5学年 算 数科学習指導案

日時 平 成 15年 10月 21日 ∞

会場 大 船渡市立日頃市小学校 5年 教室

児童 男 子 15名 女 子 11名 計 26名

授業者 熊  谷   賢

1 単 元

平行四辺形と三角形の面積

2 単 元について

(1)教 材について

第5学年の曇と測定領域における指導事項の
一つは 「基本的な平面図形の面積が計算で求めら

れることの理解を深め、面積を求めることができるようにする」である。本単元はその中でも「ア

三角形及び平行四辺形の面積の求め方を考え、それらを用いること」に位置づけられている。

児童は、これまでに面積についてtそ の単位と測定の意味、正方形や長方形の面積の求め方に
ついて学習してきている占本単元では、さらに基本的な図形の面積について、必要な部分の長さ

を測り、既習の長方形や正方形の求め方に帰着させたり、新しい公式を生み出しそれを用いて計

算によつて求めたりすることができるようにすることを主なねらいとしている。    |
本単元は、大きく分けて2つ の小単元から構成されている。 1つ めは、平行四辺形の面積の求
め方であり、2つ めは三角形の面積の求め方である。
平行四辺形の求積については、等積変形の考え方を用い、既習の長方形の求積方法に帰着させ

て考える。また、その際、長方形の求積に必要な部分が平行四辺形のどこの部分にあたるのか考
えさせることで、平行四辺形の面積公式へと導いていくようにする。三角形の求積についても、
同じ様な流れで指導していくこととするが、大きく異なるのは三角形を既習の図形の求積方法に

帰着させる陳に、等積変形の他に倍積変形の考えも用いることである。
平行四辺形や三角形の面積を既習の図形に帰着して求める方法は、決して一通りではない。で

あるから、本単元では、図形の求積方法を1つ に限定せず、様々な方法や手順で考えさせるよう
にし、その解決方法を他の子に順序立てて説明したり、個々の考えの異同を比較検討したりする
ことで、論理的な思考力など数学的な考え方を養っていくことが大切である。
そこで、本単元の指導を行う上での大切な く基礎 ・基本〉については、次のように考える。
②面積は単位面積 (lc lfや1ポなどの正方形)のいくつ分という表し方をすること。
②長方形及び正方形の面積を、公式を用いて求積することができること。
②三角形や、平行四辺形、台形、ひし形などの図形の定義、性質。
③操作活動や思考実験を行いながら、図形を分解したり合成したりすること。
①必要最小限度め要素を見抜き、それを用いて面積を求めようとすること。
なお、単元の系統性については、次の図の通りである。

(単元の系統働

4  年 5 年 6  年

③ 面 積のはかり方と表し方

引
―

本単元 平 行四辺形と三角形
の面積

●およその面積を求めよう

山積の意味

長方形,正 方形の面積の求
め方と公式の意味,そ の活

用

複合図形の面積
面積の単位

平行四辺形と三角形の面積
の求め方と公式

台形などの面積を求める
こと

複雑な形の面積の方眼によ

る理解

・碩雑な形の面積の統測

③ 円 周と円の面積
・円の面積の求め方と公式

‐
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くの 児 童の実態
①レディネスの実態
本単元の指導を行う上での大切な基礎 ・基本について、レディネスの実態は次の通りである。

基礎 ・基本の内容 正答率 使用 したテス ト

②面積は単位面積 (l c lrゃ1ばなどの正方形}の いくつ
分という表し方をすること。

92%(24名 )
指導書別冊によるレデ ィネス問題

(8月21日実施)

④長方形及び正方形の面積を、公式を用いて求積すること
ができること。

88%(23名 )
指導書別冊によるレデ ィネス問題

( 8 月2 1 日実施)

②三角形や、平行四辺形、台形、ひし形などの図形の定義、
性気

81%(21名 )
単元 rぃろいろな四角形J単元末テスト

(7月17日実施)

これらのことから、基本的な面積の概念と 葦方法は多くの児童が理解していることが分かる

○及び①に関しては本単元で指導していく内容であるが、単元 「いろいろな四角形」における

図形カードによる形作りをみる限り、図形の操作活動は十分にできるとはいい難い。
一方、平行四辺形を計算で求積する問題 (未習)が できた児童は、2名 だけだつた。(同上レデ

ィネス問題 8月 21日 実施)
②学習活動の実態

児童は、理解力の値人差は大きいものの、
一人学びの場面では熱心に集中して学習に取り組む

ことができ、自分の課題を解決しようとがんばる。学び合いの場面では、自分の考えを筋道を立

てて説明したり、考えを関連付けて考えたりすることに背手意識を持う児童が多く、発表する児

童も偏りがちになる。

(D 指 導にあたつて

本単元の指導にあたっては、レディネスの実態で落ち込んでいる部分を事前に補充指導しなが

ら学習を進めていきたいとCRTの 結果をみると、「三角形の面積」、「面積と高さの関係」とい

つた小間の正答率が低いので、図形の底辺、高さの概念をしつかりおさえながら指導していく。
一人学びの場面では、前時までの学習内容を生かしながら、多様な面積の出し方を考えさせた
い。特に、既習の図形に形を変化させて求積することの良さに着目させていく。その際、理解に

時間がかかる児童には個別に机間指導しながら支援していく。逆に理解の優れた児童に対しては、
別の考え方もしてみるように励ましたり、発表 (説明)の 準備をさせたりするなど、より高い課

題に取り組ませる。

学び合レトの段階では、図形の求積方法を1つ とは限定せず、いろいろな手法や手順で考えさせ、
それらの異同を比較検討させてまとめていきたいとまた、面積を求める公式だけを党えさせるの

ではなく、その公式がどんな既習の考えを上台として導き出されたものであるかを明確に理解さ
せ、友達の考えのそれぞれの良さを認め合いながら、考えを深めさせていく。そしてよりよい方
法にまとめていき、公式を導きだしたいぅ
また、習熟の時間をしつかり確保し、理解を確実なものにしていきたい。

単元の目標
O 平 行四辺形や三角形の面積の求め方を理解し、これらの面積を求めることができる。
O い ろいろな平面図形について、既習の図形の面積の求め方をもとに考えたり、活用したりす
る能力を伸ばす。

[関心 ・意欲 ・態度]

平行四辺形や三角形などの面積を求めるときに、既習の経験を進んで用いようとする。
[数学的な考え方]

既習の面積の求め方をもとにして、平行四辺形や三角形などの面積の求め方を工夫して考え

る。

[表現 ・処理]

平行四辺形、三角形などの面積を求めることができる。
[知識 ・理解]

平行四辺形、三角形などの面積の求め方を理解する。               )
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5 指 導と評価計画

時 学習活動
評価規準

◇評価揚面 (方法)

判 断 基 準

「A十 分満足でき

る」

「Bお おむね満
足できる」

「C努 力を要する」と判

断された児童への具体

的な手だて
１
ム
・求積が既習の図形

を想起し、平行四辺

形の面積の求め方

を既習の図形に帰

着して考える。
・長方形に等積変形す
る平行四辺形の面

積の求め方を説明
する。

考/長 方形の面積
の求め方に着目し

て平行四辺形の面

積の求め方を考え

ている。
◇自力解決の場面 (観

察・ノート)

平行四辺形を長方

形に変える方法を
2つ 以上考えてい

て、それぞれの求
め方も式に置き換
えてそれぞれの方

法を説明すること
ができる。

平行四辺形を長
方形に変える方

法を1つ考えて

式に置き換えて

出している。

方眼の平行四辺形
の紙を渡して、どこ

で切つて移動すれ

ばよいかを具体的

な操作を通して長

方形にするところ

まで考えさせる。

2 ・面積の公式を作るに
は、等積変形した長
方形のどこの長さ
が分かればよいか

を考える。
・「底辺J「高さ」の意
味を知る。
・平行四辺形の面積を

求める公式をまと
め、公式を適用して

面積を求める。

表/平 行四辺形の

面積の公式を理解
し、面積を求める
ことができる。

◇自力解決の場面 (観

察,ノート)

等積変形した長方

形の縦と横の長さ
に着 目して、自ら

面積の公式を導き

出し、発表の準備
もできる。

等積変形した長
方形の縦と横の

長さをかければ

よヤヽことがわか

り、自ら面積の

公式を導き出す
ことができる。

長方形の面積の公

式や方限の平行四

辺形と長方形の紙

値 辺と横、高さと縦
が各辺の名称が書
かれているもの)を

持たせて、対応させ

て、面積の公式を導

き出す。

3

・高さが平行四辺形の

外にある場合の求
め方を考える。

関/高 さを表す垂線
の足が平行四辺形の

外にある場面でも、
工夫して平行四辺形
の面積の公式を適用
しようとしている。
◇学び合いの場面(観
察・発言)

高さが外にある場
合の平行四辺形を

中
1に
ある平行四辺

形にかえようと 2
つ以上考えて説明

しようとする。

高さが外にある

場合の平行四辺

形を高さが中に

ある平行四辺形

にかえようと1
つ考えて説明し

ようとする。

高さが外にある場

合の平行四辺形と

中にある平行四辺

形の2つの紙を用意

して見せて、それを
このようにするに

はどとを切ればよ
いかを考えさせる。

4 ・平行四辺形の底辺の

長さが、lcm、2●m・r・

5cmと 変化するとき
の面積の大 きさを

調べる。
・平行四辺形の底辺の

長 さを回cm、面積を

O c IFと して面積

を求 める式を考え

る。

考/数 量の関係を
表す式を回やOを

用いた 式で表 し
て、数量の関係を
とらえている。
◇自力解決の場面 (観

察・ノート)

表に書いて、底辺
の長さが lcm、2cm

と変わると面積は
どうなるか表に表
している。これを

底辺を回面積を0
にして関係式を自
分の力だけで書く
ことができる。

底 辺 の長 さが

lcm、2cm、3 clllθ9

ときの面積を求

めて、表に表す
ことができ、友

達の考えを聞い

て、関係式をと

らえる。

底辺が cヽ品の場合、

2mの 場合、3 dllの場

合の平行四辺形の

原寸大 の紙を用意

し、それぞれの面積

を考えさせ、8ず つ

ふえていることに

気づかせる。

5 ・三角形の面積の求め

るには、倍積変形し

た平行四辺形のど
この長さが分かれ
ばよいかを考える。

考/倍 積変形して

平行四辺形にする

考えをもとにした
三角形の面積の求
め方 を考えてい

る。

弾 び合いの場面(観
察・発言)

倍積変形して平行
四辺形にする求め

方を2つ以上考え
て、それぞれ式に

置き換えて説明す
ることができる。

倍積変形して平
行四辺形にする

求め方を1つ 以
上考えて、式に

置き換えて説明

することができ
る。

方限の三角形を 2

つ渡して、切り貼り

して、1つの方法で

平行四辺形にし、式

に置き換えさせる。
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・
本

時

・

・三角形の面積を求め

る公式をまとめ、公

式を適用 して面積
を求める。

知/三 角形の面積
の求め方を理解し

ている。

0まとめの段階 (練

習問題)

練習問題をすぐに

確実に解くことが

できる。

練習問題を時間

内に自分の力で

解くことができ

る。

・練習問題と同じで

しかも底辺、高さが

書いてあり、面積の

公式が書いてある

ヒントカー ドを用

意し、それを見なが

ら練習問題を解か

せるようにする。

7 ・高さが三角形辺形の

外にある場合の面

積の求め方を考え
る。

表/高 さを表す垂線

の足が三角形の外に

ある場面の三角形の

面積を求めることが

できる。

弾 び合いの場面(観

案・発言)

三角形を2つ にし

て重ねで平行四辺

形にしてみる方法

と大きな三角形か

ら小さな三角形を

引いたものと考え

て導き出す方法の

2つ の考えを書い

てヤヽる。

2つ の方法のう

ち 1つ の方法で

考えている。

方眼の三角形を2枚

渡して、平行四辺形

にさせて解決させ、

公式の書いた紙も

渡して解くように

させる。

8 。「練習」をする。 知/平 行四辺形、
三角形の面積の求
め方を考えて、練

習問題を解くこと

ができる。

嫌 習問題

一人で素早く確実
に練習問題を解く
ことができる。

練習問題を時間
内に解くことが

できる。

個別指導の中で、庫
辺と高さを確認さ

せながら公式に数

値をあてはめさせ

る。

9 ・「たしかめJをする。 表/平 行四辺形、
三角形の面積の求

め方を考えて、た
しかめ①を解くこ

とができる。
嫌 習問題

一人で素早く確実
に練習問題を解く
ことができる。

練習問題を時間
内に解くことが

できる。

評価資料をもとに
つまづきを予想し、

個別に支援にあた

る。

1 0

1 1

。「チャレンジ」①～

③の活動を選択 して

取り組む。(④は全体
で取り組む。)

関/そ れぞれの選
択問題に意欲的に

取り組むことがで

きる。

嫌 習問題

O～ ④の問題から

自分で 1つ 選択
し、意欲的に解く
ことができる。ま
た、解決後は次の

問題へと、さらな
る解決意欲をもつ

ことができる。

①宇④の問題か

ら自分で 1つ選

択し、意欲的に

解くことができ

る。

③の台形の問題と

Oの 問題に取り組
ませる。

③では2枚の台形を

用意し、それを合わ
せて平行四辺形に

する操作をさせ意

欲を高める。

④の問題について

は、葉の内側にすっ
か り入つている方

眼の数 と葉の線に

かかつている方眼

の数を数えさせな

がら求積させる。
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6 本 時の指導

( 1 ) 目標
三角形の面積の公式を理解し、それを適用して面積を求めることができる。

(2)展 開

学習を振りか

つ
か

む

見

通

す

える。

●三角形の面積は、三

角形をどういう形に

変えて求めました力、

2 課 題をとらえる。

3 解 決の見通しを持

●三角形の面積を求
める公式を考えます。
どの考えでやってみ
ます力、

●面積を求めた数式

を言葉の式に置き換
えてみましょう。
4 平 行四辺形をもと
に公式を考える。

(一人学び)

◎前時の学習を振りかえり、三角形
の面積はどうやつて求められたか

を確認する。
O長 方形に形を変えて面積を求め

た。
O平 行四辺形に形を変えて面積を求
めた。

◎三角形の面積を求める公式を考え
るうえで、自分はどの考え方がよ
いかという立場をはつきりさせ、
それをもとに公式をつくってい

く。
O同 じ三角形を2つ合わせて平行四
辺形にする方法が公式を作りやす
そうだ。

形や長方形のどれだけかを考え

る。

O平 行四辺形の底辺の長さは、三角
形の底辺の長さに等しいことに気
づく。
O平 行四辺形の高さは、三角形の高
さに等しいことに気づく。

※前時に活用した図形をあらかじ

め黒板に掲示し、変形の仕方を想

起できるようにする。

※平行四辺形の公式を考えたとき

のことを思い出させ、三角形の

面積の公式も自分たちで見つけ

出そうという意欲を持たせる。

※これまで学習した平行四辺形や

長方形の面積を求める公式をう

まく活用するように示唆し、見

通しを持たせる。

※数式を自分なりに言葉の式に置

き換えるように指示する。

辺形や長方形の 1/2になつてい

ることをおさたる。
※自ら面積の公式を導き出し、発

表の準備もできた児童には、他
の求積方法についても考えさせ

る。
※数式を導き出せている児童には

言葉の式に置き換えるように助

言し、発表のための準備もさせ

る。
※数式を導き出せないでいる児童

には、平行四辺形に倍積変形し

たマスロのついたプリントを準

備し、個別に支援する。

O三 角形の面積は変形した平行四辺 ※三角形の面積は変形した平行四
調

べ

る

１０

分

・6‐

学習活動 (◎)と

期待する児童の反応 (0)

留意点 (※)・評価の判断基準 (0

と支援の手立て (0

三角形の面積の公式を作りましょう。



倍積変形
7X4■ 2=14

底辺 X高 さ■2千三角形の

倍積変形
lX4■ 2キGX4■ 2=14

等積変形
7X(4■ 2)=14

底辺 X(高 さ■2)=三 角形の横Xた て■2=三 角形の

確

か

め

る

5 -人 学びをもとに

学びあう。

6 三 角形の面積を求
める公式についてま

とめる。

●考えの共通 したと
ころはどこでしょう
ブ)。ヽ

◎一人学びで解決した児童が、自分
の考えを発表する。
O三 角形の面積は平行四辺形の面積
の 1/2で、三角形と平行四辺形の

底辺と高さはそれぞれ等しいの

で、公式は、底辺X高 さ+2だ と

思う。

◎発表者の考えの妥当性と共通点に

気づく。
Oど の考えも結果的に底辺X高 さキ

2に なつている。
◎全体で、類題を底辺X高 さキ2で

解き、公式の妥当性を確認する。
◎三角形の面積を求める公式をまと
める。       ′
O三 角形の面積=底辺X高 さキ2

※何人かの多様な考えを取り上げ

る。

※同じ内容でも何人かに説明させ

ることにより、理解の様子をみ

るど            ヽ

※ l C Frの方眼の数と、計算によ

る結果が等 しいことも確かめ

る。

X底 辺と高さをなぞるなどして、

実際に確認させる。

７

る

１０
分

ま

と

め

る

　

５

分

本時のまとめをす

三角形の面積は、次の公式で求められる。
三角形の面積=底 辺X高 さキ2

8 三 角形の底辺、高さ

を改めておさえる。

◎ある辺を底辺としたとき、その底
辺に垂直な直線を高さということ
を理解する。

※底辺は、下にある辺だけではな

いことを確認する。

※1つ の三角形に 3組 の底辺と高

さがあることを確認する。

※短時間でくり返じ問答式にドリ

ルをし、定着させる。(具体物の

提示)
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練

習

す

る

9 適 用問題を解決す
る。

●三角形の面積を、公

式を使つて求めまし

ょう。

(10 自 己評価と次時
の予告)

◎適用問題を解決する。
(教科書9ページ①の問題を解く。)

※机問指導をしながら個別に支援

する。

※児童の理解の実態に合わせて補

充プリントを配布する。

◇Aや 分満足できる

様習間日をすぐに確実に解くことができ
る。

佑 督問題を作らせる。

◇Bおおむね満足せ る

様吾問題を時間内に自分の力で解くこと
がせ る。

◆比較的雑馬度の高い様習問題プリント

を与え、取り組ませる。

◇C努 力を要する

◆強習問題と同じでしかも津辺、高さが

おいてあり、面積の公式が書いてある
とントカードを争考にさせ、日別に支援
する。
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